
幸羅亡ヨ野長

柏屋カフェ＆ギャラリー

柏屋カフェ＆ギャラリーで対談を行った谷沢信意さん㊧と小松郁俊さん
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山
本

「
諏
訪
の
物
語
」
や
挿
絵

創
作
の
思
い
語
り
合
う

谷
沢
さ
ん
と
小
松
さ
ん
対
談

諏
訪
大
社
上
社
本
宮
（
諏
訪
市

神
宮
寺
）
東
参
道
沿
い
に
あ
る
柏

屋
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
3
0

日
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
霧

儲
斎
さ
ん
（
堅
＝
同
市
神
宮
寺
＝

と
、
「
諏
訪
の
物
語
」
な
ど
の
著
書

が
あ
る
小
松
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
小
松
郁
俊
さ
ん
（
叩
）
＝
同
＝

に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
た
。
2
人

が
、
自
身
の
創
作
活
動
や
谷
沢
さ

ん
の
描
い
た
諏
訪
の
懐
か
し
い
風

景
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た

「
諏
訪
の
物
語
」
の
挿
絵
な
ど
を

展
示
し
た
谷
沢
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

原
画
展
（
6
月
2
2
～
3
0
日
）
の
関

連
企
画
と
し
て
開
か
れ
た
。
小
松

さ
ん
が
話
題
を
提
供
し
、
谷
沢
さ

ん
が
質
問
に
答
え
る
形
で
進
行
。

会
場
に
は
約
2
0
人
が
集
ま
り
、
2

人
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

対
談
は
、
2
人
の
出
会
い
や
そ

れ
ぞ
れ
の
創
作
ス
タ
イ
ル
の
話
か
、

ら
、
「
諏
訪
の
物
語
」
の
話
題
へ
。

谷
沢
さ
ん
の
挿
絵
を
モ
ニ
タ
ー
に

映
し
な
が
ら
、
諏
訪
大
社
御
柱
祭
、

上
社
里
卸
き
で
の
神
宮
寺
区
の
奉

納
騎
馬
行
列
、
上
社
の
十
五
夜
祭

奉
納
相
撲
、
か
つ
て
の
土
葬
習
慣

な
ど
に
つ
い
て
、
昔
の
諏
訪
の
人

の
暮
ら
し
を
思
い
出
し
な
が
ら
語

った。出
版
当
時
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
小
松
さ
ん
は
「
私
の
頭
の
中

に
あ
る
空
想
も
、
谷
沢
さ
ん
は
あ

た
か
も
見
て
き
た
か
の
よ
う
に
描

い
て
く
れ
た
」
と
感
謝
。
谷
沢
さ

ん
は
「
私
の
母
が
長
年
在
宅
介
護

す
る
中
で
、
小
松
先
生
に
往
診
に

来
て
も
ら
い
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
お
礼
の
意
味
も
あ
れ

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
卓

れ
し
い
」
と
語
っ
た
。


